
 第３号様式（第６条第１項関係） 

市長 副市長 部長 課長 主幹・副主幹 主査・主査補 班員 

       

付議・報告部課      

令和7年12月10日 

会議結果報告書（行政経営戦略会議） 

１ 日時及び場所 

令和7年12月10日（水）午前9時30分～ 本庁舎4階大委員会室 

２ 出席者 

都市計画課 武藤課長、吉川副主幹、木山主事 

３ 件名 

シェアサイクルの導入について 

４ 会議結果 

□ 案のとおり決定する。 

□ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。 

□ 案を否決する。 

■ 報告を了承する。 

５ 会議内容 

・導入にあたり、工業団地協議会へ情報共有は行っているか。 

→公民センターへの設置を調整する際に情報共有を行っている。 

また、導入検討時に未来創造戦略室とも調整を行い、1月には工業団地活性化プラッ

トフォームに出席するので、その際も情報共有を図っていきたいと考えている。 

 

・占用料の関係について市役所内部と調整を行っているか。また、他自治体の状況は。

→公共施設マネジメント課など土地の使用・占用で関係する課及び総務課と事前に調整

を行い、料金は免除の方向性としている。 

 他自治体の状況として、鎌ケ谷市含めた近隣自治体は設置に係る占用料等を免除とし

ている。 

 

・今回の導入は自転車だけか。電動キックボードなどの導入は検討しているか。 

→現時点では自転車のシェアサイクリングサービスのみ導入を行うこととしている。 

 協定締結を行った事業者は、一部の自治体で電動キックボードの展開を行っているこ

とから、今後サービスを拡充させていくにあたり白井市でも展開する可能性がある。 

 なお、今回設置するシェアサイクルステーションには、充電機能は備わっていない 

 

・本連携について、他自治体も公共施設へのステーション設置を主とした連携か。 

→他自治体も同様である。民間施設から設置要望があった場合、基本的には民間施設が

運営事業者と直接調整を行うこととなる。 

 

・コミュニティバス「ナッシー号」や民間路線バスを補完しつつ、市民生活での移動の

選択を増やすことで、白井市の持続可能な交通体系となるように進めていくこと。 

備考 会議内容を簡潔に記載すること。 



　第２号様式（第４条第５項関係）

年 月 日

件　　　名

内容

部内会議や関
係課等との調
整結果（主な意
見・懸案事項）

項目

条例規則

議会説明

市民参加

報告書公表 □ □ □ ■ （

案件提出
事由

関係法令等

関係課

事業費

カテゴリー

ア　市長指示事項への対応状況

参考情報

シェアサイクルの導入について

【趣旨】
少量・個別輸送による機動性や柔軟性を生かしたシェアサイクルサービス「HELLO CYCLING」
を白井市に導入することで、市内公共交通の補完・利便性向上を図る。
【実施内容】
民間事業者２者と協定締結し、それぞれ役割分担を行いながら白井市内でシェアサイクル事業
を展開する。
【導入予定のHELLO　CYCLINGについて】
街中に設置されている自転車貸出・返却ステーションを不特定多数の人で相互に利用すること
ができるサービスで、近隣市町村では、鎌ケ谷市、柏市、船橋市、八千代市などで導入が進んで
いる。
※会員登録が必要。
【主な市の役割】
ステーション用の市有地確保・調整、サービスに係る周知啓発など。
【協定相手】
①OpenStreet株式会社（シェアサイクルサービス「HELLO CYCLING」を運営）
②モビリティプラットフォーム株式会社（同サービスの機材管理などに係る運営）
【効果】
・市内公共交通を補完
・市民及び市外からの来訪者等の利便性向上
・地域の活性化、観光振興　など
【設置場所】
白井市役所、白井駅前、西白井駅前、冨士公園、白井木戸公園、七次第二公園、中木戸公園、
西白井コミュニティプラザ、公民センター
※台数・詳細な場所は調整中。
※今後は利用状況を踏まえつつ、事業者とステーションの拡充を順次検討していく。
【事業費】
市の費用負担なし。

令和 7 12 10

報告書（行政経営戦略会議）

部課名 都市計画課

無 報道発表

【部内会議】
今後、取組を進める中で、市において新たに設置が必要な箇所を見極めていく必要がある。
【関係課からの意見・要望等】
・事業者の決定にあたり、サウンディング調査等を行ったうえで決定した方が良い。
・利用者の属性（住所・年齢・利用目的など）を明確にした方が良い。
・ヘルメット着用率が低下することが見込まれるが、ヘルメット着用をどのように促すか。
・市内センター等へのステーション設置を検討してほしい。
・道路上に新たな占用物を設ける場合は許可が必要である。
・計画への位置づけなど整理が必要。
・工業団地における利便性向上・価値向上に繋げるため、工業団地内への設置を希望する。
・駅周辺ビジョン等の関係もあることから、目的や設置場所など情報共有を願いたい。
・導入した際にKPIとして利用者数を市で把握できるか。

有無 方法（時期） 項目 有無 方法（時期）

令和8年1月13日（予定）　協定締結
令和8年2月12日　　 　　　 定例記者会見で発表
令和8年3月2日（予定）　　サービス運用開始

有 定例記者会見（R8.2月）

無 広報・ＨＰ等 有 広報・HP・回覧（R8.3月）

今後の
スケジュール

地方自治法、労働基準法、道路交通法等

総務課、公共施設マネジメント課、道路課、市民活動支援課等

0 千円 （うち特定財源 0 千円）

無

公開 非公開 部分非 時限非 R8.2月12日 まで）

目的 都市・交通 手段 民間の誘致・連携年代 全ての年代 場所 市内全域
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シェアサイクルの導入について

シェアサイクルのステーション設置場所

・市役所
・白井駅前、西白井駅前
・西白井コミュニティプラザ、公民センター
・冨士公園、白井木戸公園、七次第二公園、中木戸公園

※設置するラック数や自転車の台数については事業者と調整中です。

⇒今後は利用状況を踏まえつつ、市有地におけるステーションの
拡充について運営事業者と検討・調整を行います。

導入に係る概要

【シェアサイクルとは】
街中に設置されている自転車貸出・返却ステーションを不特定多数の人で
相互に利用することができるもの

〇少量・個別輸送による機動性や柔軟性を生かしたシェアサイクルサービス
「HELLO CYCLING」を白井市に導入することで、市内公共交通の補完や
利便性向上を図ります。

〇事業者と協定締結を行ったうえで、市内での展開をすすめていきます。
【協定締結相手先】 OpenStreet株式会社、モビリティプラットフォーム株式会社

※主な市の役割・・・ステーション用の市有地確保や調整、サービスに係る周知啓発など
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